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1.緒 呂

殻斗料 tFagacea占)に属するブナ (Faguscrenaia)は解剖学的には散孔材であり,且つ熟材

(Reifholz)七あるから,心材を有しない｡従って腐朽菌の攻撃に対して甚だ腐朽し易いが,完全

に準来され夷枕木は耐久年限は長 く,無処理ブナ材2-5年に対して Creosote注入材は28･5牢 〉

Jという記録もある｡I

木材の腐朽を防止するためには,現今薬剤を注入してその目的を連している｡併しその方法には

種々あって,耐久年限を相当延長するに要する在英量は荏薬方法によって寧ろ興っている｡

WILLIAMeta121)は一般に81b//foot3(0.13gr/cm3),少くとも6bl/foot3のCreosoteの注入量

を必要とすると称し,BESCHER3)は Oak61b/foot3,-Pine81b/foot3 の Creosote或は Creosote-

cdaltarを使用しているO 田村20)は枕木の防 腐 剤注入方法に就ての報昔′に於て,注入使件と油の

塗潤との関係を枕木を細く切断して,遼潤体積と注入量との相関関係を詳細に報じている｡ 枕木に

在英す盲場合,腐朽に耐える経済注薬量の決定が大切であるが,.この間題の決定は難しい.筆者等

は経済注乗量を次の如 く解している｡即ち防腐荏薬枕木が,喰い込み,亀裂,風化等によって物理

的に使用不能となる時期迄,枕木の各部が腐朽に耐え得る最小有効濃度の防腐剤を保有するような

初期注入量である｡ 従らて枕木防腐に当って適切な防腐剤注入量を決定するには,防腐剤そのもの

の性質は勿論,枕木の程類,年輪密度,比重等のほか,江東方法も亦問題であろう｡

圧力法に於ては Bethel接は Riiping法に比して多量の油を必要とするが,注入容易なマツ枕

木には注入量が少くて,操作の簡単な Lowry法を用いるものが多い16)｡この3種の注薬方港では

一定量の薬剤の材中での湊潤体積が異っているから,防腐効果の良否は注入量のみで律するE.とは

困難であって,薬剤の材中での途潤の如何が問題になる｡

*京都大学木材研究所生物第2研究室業績 No.8 (京大臆病,No.41)
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筆者等はたまたま阪急電鉄株式会社から,ブナ枕木の防軌 こ関して経済注素量決定の相談をうけ

允ので,低周波注薬法10)を用いて,Creosote注入主材暫朽に関する2,3の基礎実験を行った｡

薬剤注入の経済量決定には前述の如 く,防琴剤注入量と迭潤体積,風化 (Weathering)等の重要な

間置が多いので,簡単に短期間中に決定するこ土は難しい｡

(1) 注入量土澄潤体積

前述の如 く,ブナは熱材であるから,素材のまi利用する場合には腐朽が甚しい 】314m '))｡ 而し

て注菜枕木に於てほ,日割れ,その他によって外部と連絡した不在入部分,特に中心部の不在入部

分が腐朽のため空洞化し,遂に全体の腐朽を促進することが経験的事実として知られている｡従っ

てブナ枕木に於てほ,完全江東 (遼潤体積 100%)が肝要事であり,これに要する防腐剤の最小必

要量を求めることが第一であろう｡ 辛

(2) 風 化

Evaporation,Leaching その他薬剤の成分変化等の問題を含めるこの風化の問題には,現在ま

での｡ところ,枕木全体を実験材料よした報告は見当らない｡小材片を利用した実験的研究をみるに,

GILLANⅠ)EReta16)は Weatheringmachineを考案して,Creosoteの風化を研究し,それから

満子久年数を算担する式を発表した｡BI.AND4)は叉温冷浴法 (HotandColdBathMethod)で注

,入した Creosoteo互1の風化を小材片を用いて行ってylる｡氏は36ケ月間実験を継続したが,/ト材

耳による実験では成分損失の大体の傾向を知ることができるが,その結果をそのま1実際の枕木に
､

j適用することはできない｡結局比較的妥当な方法と見倣されるのは,実際に敷設 した枕木の防腐成

分損失量鼓に捜存泊の粛朽薗発育阻止濃度等から推定する方法であろう｡

筆者等ほ風化の問題は将来の研究にゆす り,(1)の問題に就いて 2,3の冥験を実施した｡

本稿を草するに当り,実験遂行上種々援助を賜った京阪神電鉄会社森専務,清水土木部長を始め,

意阪神電鉄の各位,Creosote分譲を快諾せられた東洋木材防腐会社壱岐専務,並に圧縮強度測定

に便宜を与えられた京大木研杉原助教程,種々の授甲をおしまれなかった京大植物柄嘘学研究室の

各位に深謝の意を表する｡

2.供試木材腐朽菌の発育に及ぼす温度の影響

筆者等はブナ材の腐朽試験に供用する宿朽菌として,ブナ材上に比較的多く発見せられ,且つ腐

朽力の強いホウロククケ (Tramiesdickinsii,保存番号 No.64) 及びヒイロクケ (Trameles

i(Polysiicius)sanguinea,保存番号 No.66)を選んで供用した7)｡ 前者は褐色朽を基因し,後者

･*厳密に云幻ま珪素枕木の澄潤体積率を100Voにするに要する量 (これは結局如何にして万遍なく一様に注

入するかということである)が問題であり,注入量自身の問題ではない｡何故ならば,枕木の1部に多量の

油が吸着されでも,注入量は満足されるが,溶潤体積率は満足されないからである. 併し,実際操作の場合

には,注入量が便利であるから一応注入量であらわしている.
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は白色朽を基因する｡ この両菌の生理学的研究,革に温度と発育との関係に就いては既に報告せら

れたものがあるが8,17),木材の腐朽試験を行 うに当っては,特にこの温度と発育との関係を明かにし

てお く必要があり,叉供試菌の系統によっても興ることもあるから,筆者等は供試の2菌に就いて

まず発育一之温度との関係を実験した｡

常法により作製した1%庶糖加用麦芽煎汁寒天増養基上に,供試薗々叢の一片を植付け,各温度

下に於いてその菌叢直径を測定した｡結果は第1表の通 りであるが各区ペ トリ皿3枚宛を供用し,

2回実験の平均結果である｡

第 1表 供試薗 糸々の発育に及ぼす温度の影響 2回実験結果平均

(Effectoftemperatureuponthemycelialgrowthofthewood-rottingfungi

ononepercentsucrose一maltdecoctionagar.Averageoftworeplications.)

培

養

温

度

℃

0

4

8

2

2

2

2

6

0

3

3

4

*ペトl]皿の直径以上に逢したもの

第1表の結果から菌糸の発育適温を考えると,ヒイロクケは 32-40oC,恐 らく38oC附近にホウ

ロククケは 30oC附近にあるものと思われる｡ こげ結果は平LLIS),桂】7)の結果と大体一致する｡ 筆

者等は今後の実験に於て,前者は 36oC,後者は 32oC に於てそれぞれ柘藁を行った｡

3.Creosoteを含 む寒天培養基上 に於 け る両菌 の発育

Creosote は木材防腐剤として現今最も重要なものとされているが,その殺菌力に就いては侍研

究が充分であるとはいい難い｡ このことはその組成が復雑で一定しないこと,及び斯 かる油性防衛

剤の殺菌力検定の方法が困難であるとよにも基因する点が多い｡

培養基中に防腐剤を混合して,腐朽菌の発育程度を比較し,それによって防腐剤の殺菌力を検定

しようという培養法 (Cultur method) は方法は簡単であるが,木材小片に防腐剤を藩潤せしめ

て,材の腐朽程度から検定する材片法との問に,結果に相当の差異を生ずることもあるので,培養
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港の結果をそのまま適用することが困難な場合もある｡併し,一応埼養法によりCreosoteの供試

薗発育阻止状態を観察した｡

CreosotelOml･に同量のアラビヤゴムを加え,水で稀釈 して 100m1.よし,これを Creosote10

% 原液 とした｡常法により作製した1%庶糖加用麦芽煎汁寒天 90m1.に CreosotelO% 原液を

加 え,それを蒸溜水で 100mLに補正して,Creosoteの所要濃度になるようにした｡それ等をペ

トリ皿に分注して,供試菌を植付け培養した｡各区ペ トリ皿3枚宛,2回の実験結果平均は第 2表

の通 りである｡

第2表 Creosoteを含む寒天培養基上の供試宙の発育 (2回実験結果平均)

(Themyceiialgrowthofthewood-rottingfungiontheculturemedia
containingvariousconcentrationofcreosote.)

薗 叢 直 径 (mm･)
Creosote
濃 度

%

5

5

1

0

0
1

0

0

0

Tremeiesdickinsii*

培 養 日 数 (日)

416

Trameies(Polysiicius)sanguinea**

培 養 日 数 (臼)

6 ! 8

80+***

0

0

0

15.3

inoculum の直径約 2-3rrm ､
*320C., **360C.にて培養
軸*ペ トル皿の直径以上に達したもの

第 2表の結果から菌糸発育阻止 Creosote濃度は8日間の培養実験の範囲から推察して,ヒイロ

タグ,ホウロククケ共に Creosoteo.1% 附選にあるようである｡葡アラビヤゴム加用の培養基は

B日以後は乾固するため,供試薗々糸の発育が停止するので,8日を以って観察を打切ったo

4.重油を含む寒天培養基上転於 け る供試菌 の菌糸発育

現今 Creosoteの価格が甚しく高騰しているので,Creosote池注入は経済上可成 りの高価に上

る状態である｡米国に於ては石油を稀釈剤として使用する場合が多いようである｡1)本邦に於ても

木材防腐,解に枕木の防腐に際して,Creosoteの安価な稀釈剤を求める声が高い｡Creosoteを稀

釈する場合,程々の物理化学的性質の変化せぬこ封ま勿論,殺菌力の低下せぬこと並にそゐ稀釈剤

が安価であることが望ましいが,適当なものが得 られない｡筆者等はICreosoteを重油で稀釈して

荘薬を試みたが,まず重油そのもの 防ゝ菌効果を調べる必要を感じ,前節 と同様に Cuturemethod
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で試験を試みた｡

常漢で作った1.%庶糖加用麦芽煎汁寒天 80m1.に,重油と同量のアラビヤゴムを加え,蒸溜水

を加えて 100m1.に補正して,重油の所要濃度を含む璃萎基を作った｡夫等に供試2菌を植付け,

菌叢直径 (mm.)を比較したが,各区3枚の Petridish を用い,2回実験を行った｡培養温度は

前項の実験と寓様である (第3表)｡

第 3表 重油を含んだ寒天培養基上に於ける供試菌の菌糸発育 (2回実験結果平均)

(Mycelialgrowthofthewood-rottingfungiontheculturemediacontaining

variousconcentrationofheavyoil. Averageof2replications.)

菌 叢 J直 径 (mm.)

Trameiesdickl'nsll* r Trameies(Polysiicius)sanguinea**

培 養 日 一数 (日)

4 1 6 4 ∈ 6

*320C,, **36oCに.て培養

***ペ トl)nP-の直径以上に透したもの
笠芸emulsion状を呈して固化しない

この8日間の培養観察結果から,重油の菌糸発育阻止濃度は.ヒイロクケに於ては 1-5% の間

に,ホウロクククでは0･5-1%の間にあるものと思われるが,8日以後では,一部の区に於て寒

天が乾固したので実験を中止した｡重油の発育阻止効果は Creosoteに比して著しく弱く,ヒイロ

クケの抵抗性がつよい｡

5･ Creosote,重油並に両者の混合物の粘度に及ぼす温度の影響

Creo岳otef由による木材防腐に際して,Creosote.油は勿論その稀釈剤の粘度故にそれに及ぼす温

度の影響を調べることは注薬作業に於て是非考慮せねはならぬ問題であろう｡ 筆者等は京都工業研

究所*に於て Redwood法11)に.よる粘度の測定を行った｡結果は第4表に記したが,同一油温につ

普,3回反覆測定した結果の平均である｡

*測定に際して種 援々助下された京都工業研究所 員々各位に深謝する.
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第4表 Creosote,重油遠にその混合物の粘度に及ぼす温度の影響 (Redwood法によ7J/

(Effectoftemperatureupontheviscosityofcreosoteoil.heavyoil

andtheirmixtures)(AfterRedwood'smethod).

ぎ由 温 oC Creosote単用 重油単用慢eoBote(f:Elf)& Creosote及 重油混J合 (1:3)

≡ ±11:F.n 日 器.･29秒

50:土0.5

65±0.5

80士0.5

95:±0.5

4

3

0

4

6

cJ
}
2

9

3

3

3

2

** 秒
225.8

115,8

63.0

47.0

40.3

36/7

5

0

2

1

7

4

4

3

3

粘度は定温下に於て,50mi.の油が短管から流れ出る時間 (砂)を以ってあらわした｡
*180C., **170C., ***220C., ****200C.下で行った｡

比貰 :Creosote 1.084, 重油 0.901 (200C.)

第1図 Creosote,重油並にその混合物の粘度と温度との関係

LRelationoftemperaturetotheviscosityofcreosote,heavryoilandtheirmiⅩtures.)

2cc

/P

粘

/Zc

"'' 度
,ノーー50
秒＼ー̀

〃ク

＼ヽ

＼
＼ 1

二二 ≒ 三 三

〇

-- ㊨- Creosote Sp.gr.1.084

- ×- HeavyoilSp.gr.0.901
- A - Creosoteandheavyoil

mixture(1:1)

- 院一一 Creosoteandheavyoil

mi一Ⅹture(1:3)

30 5TO 70 70

温 度 (oC)

第4表及び第 1図に於て明かな如 く,重油は Creosoteに比Lで粘度は頗る大きいが,油温が上

昇すれば粘度は急激に低下する｡ 而 して Creosote及び重油を混じた場合 も,粘度は Creosoteに

此 して精々高いが,油温の上昇 と共に低下することは重油と同様である｡従って実際問題 として粘

度の点か ら往来を考えるならば, Creosote 単用の場合は特に温度を考慮に入れる必要はないが,

重油単用の場合例えば Penta chlorophenol*(P･C･P･)を溶解 した場合,又は Creosote,重油混

合液の場合には油温が極めて大切な条件となる｡

*米国 Monsanto会社製
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低周波注薬注では材の内部が相当高温になる為に,油温は内部に入るに従って高 くなる傾向にあ

於て海温をあげることが防腐剤め節約にならぬことを指摘している｡

6･ 低周波電流加熱法 に よる注薬枕木 gL)腐朽試験

最近伊藤】o)は浸水した枕木に 3300V,低周波電流を印加してそれを加熱 し,水蒸気の噴担した後,

･creosote糟中に浸漬して注薬する方法を考案した｡氏によれば,従来の加圧港に比して Creosote

のブナ材の中-の湊潤が著しく,よく材の中心まで達する｡ 筆者等は上記の方法によって注薬した

枕木から2×2×4cm の小試片を作 り,腐朽試験を試みたが,枕木は岡山県阿哲郡産のブナ材であ

る｡

筆者等ほこれ らの枕木に Creosoteを注菜した場合,.Creosote-重油混液,或は重油に P.C.P.を

溶解 したものを注薬した場合の3者に就いて行った｡

第5表 注菜枕木の供試油浸潤状態

(Theinfiltrationpercentageofpreservativeoilsintheimpregnatedties.)

クレオソート･重油 (1:3)混液
材 片 番 号

3

4

5

6

7

8

9

10

11

〟12

澄 潤 全 体 積

全 港 潤 歩 合 o/o

lkgの油の激閏体積

枕木当 り油注入量

油浸潤体積 l 浸 潤 歩 合

100.0100.0100.0

84.5

65.0

66.4

67.2

65.4

67.2

66.4

63.2

5% Pentachloropbenol重油液

油浸潤体療 E 浸 潤 歩 合

cm3 i %
509

392

787

1034

750

576

457

290

178

198

227

51.4 1 214

15345cm3

74･1形

5580cm3

11kg

5612cm3

27.1%

3710cm:i

6kg

29.5

22.7

45.6

59.5

43.4

33.9

26.4

16.8

10.3

4

1

4

1

3

2

r:

HH

r:
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枕木が敷設された場合,犬釘打込点附近が軌俵保持上最も重要である｡ 従って機械的に破損する.

場合も多いが,腐朽の点からみれば,a.の附近が最も腐朽し易いところであろう｡ 若しこの部分の

内部に未注入の部分があった場合には,それらが腐朽する危険も放る多vl｡従ってこの部分の菜瓢

遼潤が充分であることが最も望ましい｡筆者等は注来した枕木の浸潤状態を一部調査した｡

積を計算したのであるが,木片番号4-6(木口より 40-60cm)附近は丁度犬釘打込点に相当す

るO 而して供試両枕木共その劇閏状態はこの点に於ては 100% に達せず,痔に P･Cギ･注入枚不に一

於ては 30二60% に過ぎない｡かく劇 閏状態不良の原因は注入量並に注入池の粘度に関係すること
も大であるよ思われるが,注入不良主翼薗力不良のために,後述の腐朽試験に於ては(第6表参照)I

共にその耐朽力が極めて低い.従って実際問題としては完全注薬が極めて大切となる｡斯かろ観察

は上表の観察以外に,Creosoteのみを注入した枕木等に就いても行う予定であったが,実験の都

合上観察し得なかったのは遺憾である｡

筆者等は6号枕木 (15×23×240cm)を使用して注薬したのであるが,その腐朽試験に於ては試

片の採取方法が肝要である｡即ち木口から30-60cm の部分を切 り取 り,次にその上面から2cm

の厚さに3枚の薄板をより,その各Aから2×2×4cm の材片を作った｡即ち枕木の表面から0-2

cm,2-4cm,4-6cm の3区をつくり,夫から試片を作製したのである｡ 而して各区50鹿の材片

中から,全 く任意に6佃を選んで1組として腐朽試験を行った｡供試菌は上記の通 りであって',輿

菌標準区を設けて,1試験枕木当り計 54試片を用い長｡

筆者等は実験に際して,国鉄後節の方法12)をも参考にして,試片を増養基上の腐朽菌々叢上に挿 一

t
入後,圧縮強度測定による方法を採用した｡先ず容量約 250m1.の広口フラスコに1%庶糖加麦芽

煎汁寒天 50ml.宛を分注し,天に腐朽菌を植付けた｡ヒイロクタは 36oC.,ホウロクククは32oC.

に約2週間保って供試菌を充分寒天面上に発育せしめた｡而して予め1夜浸水して充分吸水せしめ

た素材及び注入材を Koch殺菌釜で 30分間滅菌した後,上記の3角フラスコの菌叢上に挿入し,

再び36oC.,並に32oC･の定温器巧に90日保った｡而して寒天の乾固を防ぐため,12-15日間隔に

少量の殺菌水を補充した｡庸標準無菌区では菌糸を植え付けない培養基上に試片を挿入して実験期

間中保った｡この腐朽試験の場合,材片を菌叢上に挿入した後1ケ月を経過しても肉眼的に材片上

に菌糸の生長をみないものtj:,別の新しいフラスコに移し換え,更に1ケ月観察をつ けゞた.かく

しても荷菌糸の生長をみないものは,菌は生長しないものと見倣して,以後は移植しなかった｡薗

Creosote単用区に於ては,菌糸が材片上に生長するものなく,却って Creosoteの揮発成分のた

め菌糸は死滅する場合もあるものの如 く,この点は試験方法として今後改善を要する点であろう｡

r90日の培養後の試片肉眼観察結果は第2及び3図の通 りである｡ 第2図は枕木当'りCreosotell

-16kg.注入の試片であるが,これらには全然菌糸の発育を認めない｡然るに素材は完全に菌糸に

ょって被覆せられている'｡而して,第3園に示した重油溶解の P･C･P･(5%)及び Creosote及び

重油の混合歩合1:3(容量比)の場合には,試年上に菌叢が蔓延した場合 も認められた｡5% P･
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第2｢習 Creosote注入ブナ枕木材片の腐朽

1. 素 材

2. 枕木当りCredsotell.0kg.注入

3. ク 11.7kg.注入

4. JV 12･5kg..注入

5. 0 16.0kg.注入

Decayofwoodblocksofimpregnatedbeech
tiesduetoartificialinoculation

1:untreated 12:impregnatedwithllkg.

creosoteperatie

3:impregnatedwithll.7kg.creosoteperatie

4: impregnatedwith12･5kg.creosoteperatie

5:impregnatedwith16.0kg.creosoteperatie

第 3図 防閣剤注入のブナ枕不材片の腐朽

1･ 素 材

2. 5% P.C.P.注入 ㌔

3. Creosote,重油混液 (1:3)注入

4･ Creosote,重油混液 (1‥1)華 人

Decayofwoodblocksofimpregnat去Ad:b,eech
tiesduetoartific,ialinOculation･

1:untreated

2:impregnatedwithfivepercentP.C.P.

dissolvedinheavyoil

3:lmpregnatpdwithcreospteand.heavy°it

mixture(1:3)

4:impregnatedwithcreosoteandheavyoil

mixture(1:1)

C･P･.を注入した場合には,捌 酎勺にも明かに腐朽を示している｡培養法による試験では, P.C.P_
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第 6表 防腐剤注入7.+鉾の軍養 90日後の腐朽程度比較

(Comparisonofdecayresistanceof･tQodblocks(2×2×,4甲 ･)ofbeechtiers･which

wereimpregnatedwithcreosote,heavyoileec.,afterthen7inPtydayscultivation.)

全 く腐 朽せず

IWhゑ面菌糸で
l菌糸の発育は素
/材と同様 精練
を生ず

Creosote

12.5kg.注入

(紋木当り)

Creosote
重 油 混 液
(1:3)
llkg.注入
(枕木当り)

液
入

鞄

鮒

㍗.C
5%二
6k
(枕木

1

2

3

***323 193.6

***三;29卜4876:09
う
材
糸
う

}

l,′∫
l
′∫

2

7

5

1

7

2

6

8

7

す く菌糸被う

2
乙
ノ

く

の
被

す

面のみ薗

菌糸被う

345

367

375

362

っ.･=90日人工培養にて腐朽試験後,てチ絶乾状態で測定o

試材 ‥2×2×4cm･,繊維方向o

**,i-:t木の表面から 1:0-2cm･} 2‥2-4cm･,3:4-6cm･
･**絶乾材でなく,50oC.に1㌧週間乾燥せしめて測定0
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(Na一塩)は相当の効果を示し,,'7,】8)筆者等の実験*に於ても0･002%町野がヒイロタケの発育限界と

考えられる｡ 5% P･C･P･注入材に於ける結果の不良は,.第5表から明かなど-とく,注入量の不足

による材中つの遼潤不良がその原因の一つをなすものと思われるが,P･C･P･の溶剤として,井上,

黒木9)は柊棋油を利用して,相当の̀成績をあげてレ｢るようであるから,重油を溶剤に応用す息場合

には更によく考究すべきであろう｡Creosote及び重油(1:3)混合液注入の場合に於ては/枕木表
gー

面から4-6cm の部分の試料のみが腐朽していた｡このことは上述の通 りこの部分に薬剤不注入

の部分があったことによるものであろう｡

供試材片の圧縮強度測定結果は第6表の通 りである｡

圧縮強度測定には,3角頓から取 り出した材片の菌糸を取 り除いて気乾後,105oCで絶乾状態と

して,ノギスで正確に材片の面積を測定した後,測定した｡庸絶乾状態では材片は1部歪を生じた

ので,Credsote重油混液注入材以下の区は 50oC砿1週間保った後測定した｡

第6表の結果から考察すると,CI℃OSOtell-16kg.注入材は共に供試両菌によって腐朽せられ

るこよなく,圧縮強度には変化がな 仏b CFeQSOte,重油混液 (1･'1)注入財でも侍殆ん､､ど腐柘の,

徴を呈しないが,ヒイロクケ接種区に於て多少の強度が減少し殆節でいるので庭ないであろうか.

而して,混合液 (1:3)の場合には明かに強度低下の傾向を示し,その残存率はヒイロククに対し

て 69%,ホウロクククに対しては78%である1.倍5% P.C.P.重油溶液を注入Lk'ものは,著し

い腐朽の徴候を示し,残存率は夫々 56%,及び 72% であって,素材に近い価を示した｡

7.'緒 論

筆者等は小試片を使用L/て短期間の腐朽試験を試みたoこの結果から注入枕木の耐用年限を準袷

することは極めて困難である｡ 併し,この試験に於て明かに腐朽の徴候を認めたものは実際に敷設

した場合に耐用年限が短縮せられるであろうことは述べる迄もない｡筆者等の実験した範囲内に於

いて述べられるごとは次の如きものであろう｡

1. ブナは熟材であるから,′完全注勢 (虚潤体積 1009./)を必要とする｡不在入部分の残存して

いることは,腐朽を促進することになるから,Incisingなどを行って遼潤を促進するのもよいであ

ろう｡

2. 培養試験によって重油の腐朽薗発育抑制濃鹿が相当高いところにあるのを知ったが, C托O-

sote及び重油の混合液注入の場合, 1･'3の混合比では実用上相当の危険が想像せられる｡併し望見,

合氏l:1では,筆者等の実験範囲内に於てはまづ腐朽を示さなかった｡混合によるCreosoteの稀

釈が経済的に有利であるとすれば,をの注入量を増すか,叉は稀釈によって弱められた薬剤め登富

力を他の薬剤によって補う必要があるであろう｡

3. Pentachlorophe益も1∴重油溶液 (5%)の殺菌効果が低かったが,材中に於ける湊潤不良がノを

*未発表実験結果
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の原因の一つ と考 えられる◎最近井上,黒木9)は P.C.P.を枚棟油に溶解して相当の効果をあげて

いるo従って この問題は改めて検討 を要する0

1･ 筆者等峰風化(Weathering)の実験 を行って いない｡併しとれは極めて大切な問題であって,

僻 に小試片でな く,枕木その ものの深部に注申された防腐剤の年々の消粗 ･成分変化の研究が必要

で あるo この榎の研究は最初の在英量の決定にも大いに役立つであろう｡

5･ 低周波加熱法では,末だ含水率が織維飽和点より造かに高い時に Creosote等の注入をする

のである｡従って往来当初には相当の水分が含まれているo枕木敷設後この水分が蒸発する際,

Crtosoteは如何なる影響をうけるかは明かでないOこのことも残された問題であろう｡

6, 筆者等は腐朽試験を犬釘附近の材片のみを使用して行った｡従って枕木全体の Creosote溶

潤状態については明科こしていないO従って経済洋楽量決定には,注薬枕木を細かく切断して,荏

薬体積から 100% 澄潤に要する最小量を求め,更にそれと腐朽との関係を求めるこよも必要であ

ろう｡

8∴ 摘 要

＼

1. 本業験に於ては,ブナ枕木の Creosote防琵削こ関する2,3実験を行った0

2. 供試菌は白色朽を基因するヒイロクケ及び鴇色朽を基因するホウロククタを使用 した｡供試

菌の発育適温は前者は 38oC附近,後者は 30oCにあるようである｡

3･ Creosote を含む寒天培養基上, 8日間の観察結果では!ヒイロクケ及びホウロククケ共に

Creosote0.1% 加用培養基上では発育しない｡

4. 重油の腐朽薗発育抑制は,Creosoteに比して極めて弱く,ヒイロクケは 5% ホウロククタ

イま1%で,その発育を停止する｡

声･ Creosote並に重油の粘度を測定 したが,常温に於ける粘度は後者は前者に比 して極めて大

きい｡併し温度が上昇するよ重油の粘度は急激に低下する｡

6. 低周波加熱法で Creosote,重油並にその混合液及び P･C･P･重油溶液を就木に注入しその

犬釘打込部から2×2×4cm の試片を採取して,腐朽菌を接種し培養した｡90日間培萎後,圧縮強

度を測定して,その腐朽程度を比較した｡その結果,Creosote枕木当り11-16kg を注入したも

の及び Creosote,重油混液(1:1)注入のものでは,全然腐朽しなかったが,Creosote,重油混液

1(1:3)及び P･C･P･5% 重油溶液を潜入したものでは可成りの琴朽を示し,軍縮強度の低下を示

∴した｡

Resume

1.1nthepresentpaper,thewritersdealtwiththeresultsofexperimentsonthecreo一
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sotepreservation,iOfbeechties.

2･Thewood-destroyingfu叩iusedinthisinvestigationareTrameles(Polysl,iclus)
･･ . 1

Sangumea,aligh-ih-deco.rr!poslpg̀fungus,andTram占Iesdickinsii,acellulQSeSPeCialist･′1,･ ､ト

Theoptimum temperaturefor.themycelialgrQWtJIOf･theformer′seemstolieatabout

:380Candthatofthelatterat30oC.

3･Fromtheeight申ysobservatibhitseemedthattheagarmedium containingO･1

-percentcreosotedidnotallowthegrowthofboththefungi.

4.Thesuppressioninmycelial growthofboththefungi didnotoccuruntilabout

L㌧O.5percentheavyoilwasaddedinJmedia.ThegrowthofTrameiessanguinawasinhi-

bitedentirelybyadding5percentheavyoilinmedia,andthegrowthinhibitionofTra-

melesdickinsiiwasexhibitedby1percentaddition.

5･Theviscosityofoilwasmeasuredby_meansofRedwood'smethod･ Underthe

normalroomtemperaturetheviscosityofheavyoilisremarkablylargerthanthatofcreo-

soteoil.Theviscosityoftheformer,however,decreasedrapidlywiththeraiseoftem-

perature.

6.Creosote,heavyoil,mixturesofbothoilsand5pepCentpentaChlorophenolinheavy
＼

oilwereimpregnatedintobeechtiesbymeansoftheelectricaldirectheatingmethod.

ThisisasimpleopentankmethoddevisedbyMr.Ito(10)recently;watersoaked

tieswereheateddirectlyinducingwith3300vlowfrequencycurrent. Afteraboutone
∫

hour,theseheatedtieswereimmersedincreosoteoiL Smallblocks(2x'2x4cm.)ofthese

tiesweretakenfrom thepart,30to60cm.fromthecutend.Theywereinsertedinto

rcultureflasks,ineachofwhichthewood-destroyingfungushastbeenallowedpreviously

tobecomefullyestablished. Afterninetydayselapsed,theyweretakenoutfromthe

flasks,andthenthecompressivestrength wasmeasured. Inthisexperimehtthetiesdid

notshowanysignsofdecay,whentheywereimpregnatedwithll-16kg.Creosoteor

4･7Kg.ofcreosote-heavyoilmixture(1:1)peratie.Theties,however,showedconside-

rabledecayindicatingthedecreaseincompressivestrength,whehthey女ereimpreg野ated

withthemixture(1:3)ofoils･ Five､percentpentachlorophenoldissolvedinheavyoil

wasalsoused･Tiesimpregnatedwiththischemicaldid-notshowgoodresult./
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